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現れてくれないものや現れつつあるものからひとは本能的に目が離せない。そんな意識の揺れを、作品
で実証しようとした。単に現象への不安にひとを引きずりこむような装置だったのではなく、部屋外壁に
部屋内の映像を展示し、ひとがホラー的に追いつめられる心理を示してみせるような客観的部分もあっ
た。 
かたや論文『心霊表象論-心霊イメージの変遷から読み解く「不気味な」表現の可能性-』では、心霊現象
とよばれるものの歴史を参照しながら、フロイトの言うところの「不気味なもの」を繙いた。そしていく
つかのホラー映画の手法に具体的に触れながら、ひとの中にある不気味なものへの期待感や意識の流れ
を検証した。 
作品・論文とともに共通して、心霊と芸術という曖昧な問題言及への興味深さ、ポルターガイストの創
出というアイデアそのものの面白さ、見えざる気配への意識を主観と客観の両方から見つめる実験性が高
く評価されたため、合格とした。
